
 

2024 年 2 月 9 日  

ＳＯＲＡレジリエンスと融合した「ＳＴＧ－ＤＸ（災害対応ゲーム）」の提供開始  

 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：中嶋  陽

二、以下「ＳＯＭＰＯリスク」）は、 2 月 9 日から企業のリスク管理のデジタルツールである

ＳＯＲＡレジリエンスを融合した「ＳＴＧ－ＤＸ（災害対応ゲーム）」の提供を開始します。 

1.  背景  

国内各所で毎年猛威を振るう台風や豪雨による風水害、いつ・どこで発生するか予測ができ

ない地震など、完全に回避することができない自然災害に対して、企業のＢＣＰにおいては人

や組織のスキルアップがＢＣＰの継続的な取組みとして欠かせません。  

このような背景をふまえて、ＳＯＭＰＯリスクでは、かねてより「ＳＯＲＡレジリエンス」
（ *1）および災害対応ゲーム（ＳＴＧ）（ * 2）を提供し、好評をいただいています。これらのサービ

スの利便性・実効性を高めるため、このたびＳＯＭＰＯリスクでは、防災・減災に関する教育

や演習を「いつでも・どこでも・だれでも」体験できるよう、サブスクリプション方式で提供

する「ＳＴＧ－ＤＸ（災害対応ゲーム）」を開発し、提供を開始することとしました。「ＳＴＧ

－ＤＸ（災害対応ゲーム）」は有事のリスク情報を管理できる「ＳＯＲＡレジリエンス」ととも

にご提供するもので、両サービスをご利用いただくことで、災害時のリスク情報管理活動等の

危機対応の円滑化に加えて、平常時の災害リスクに関する教育・訓練を通じた災害活動の実効

性向上につながり、企業としてのレジリエンスをより一層高めることが期待されます。  

 

*1 ＳＯＲＡレジリエンスは、「拠点の今と未来がわかる」をキャッチコピーに、企業のリスク管理をサポー

トする WEB サービスです（参考  https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/428）。  

*2 災害対応ゲーム（ STG）は、東京大学大学院廣井悠教授と当社の共同開発ツールである「帰宅困難者支援

施設運営ゲーム（ KUG）」等の図上演習ツールをヒントに、様々なケースでの災害対応をより身近に考えて

い ただくこ とを目 的に、 ＳＯＭＰ Ｏリス クが開 発・提供 するサ ービス です（参 考  https://www.sompo-

rc.co.jp/services/view/219）。  

2.  ＳＴＧ－ＤＸ（災害対応ゲーム）概要  

（ 1）内容  

ご好評いただいております当社サービス「災害対応ゲーム（ＳＴＧ）」と「ＳＯＲＡレジリエ

ンス」を融合させた災害訓練ツールです。以下の２つのサービスを「ＳＯＲＡレジリエンス」

とともに通年でご利用でき、平時の教育から有事のリスク情報の管理まで総合的にご活用いた

だけます。  

（主な付帯サービスメニュー【予定も含む】）  

 

①  風水害、地震、大規模噴火による降灰を想定したトレーニング  

動画によるシナリオ展開を確認しながら組織として必要となる対応を検討していくも

の（提供するコンテンツは周期的に変更）  

https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/428
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/219
https://www.sompo-rc.co.jp/services/view/219


 

②  風水害、地震、大規模噴火による降灰を想定した教育コンテンツ  

自然災害対策の基本的事項を学ぶことができる動画コンテンツ  

（ 2）特長  

①  長年にわたり培ってきたＢＣＰ作成や訓練の知見を活用し、理解しやすく充実したコンテ

ンツを提供します。 

②  頻繁に実施できないリスク教育・訓練を「いつでも・どこでも・だれでも」体験できま

す。  

③  平時に行ってきた教育が「ＳＯＲＡレジリエンス」を活用した有事対応に活きてきます。 

④  環境の変化やリスクのトレンドに即して、コンテンツの追加や内容の随時更新を予定して

いますので、継続的にご活用いただけます。 

（ 3）費用・期間（ * 3）  

【 1】費用  

54 万円（税抜） /年～  

【 2】期間  

1 年間  

*3 ご契約いただくアカウント数によって異なります。  

3.  受注目標  

年間 80 件、約 4,000 万円の受注を目指します。  

4.  今後の展開  

今回の新サービスリリースにあたり、多くの皆さまにこのツールを体験いただくためのワーク

ショップを以下のとおり開催いたします。 

    開催日  ２０２４年３月５日（火） １５：００～１７：００ 

    開催方法 オンラインで開催（ZOOM 使用） 

    テーマ 地震トレーニング 

詳細並びに参加申し込みはこちらのホームページをご覧ください。 

https://www.sompo-rc.co.jp/seminars/view/180       

 

ＳＯＭＰＯリスクは、本サービスを通じて、企業等組織のレジリエンスの強化を支援し、皆さ

まの安全活動に貢献してまいります。  

ＳＯＭＰＯリスクマネジメントについて  

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社は、損害保険ジャパン株式会社を中核とするＳＯＭＰＯホールディ

ングスのグループ会社です。「リスクマネジメント事業」「サイバーセキュリティ事業」「デジタル事業」を展

開し、全社的リスクマネジメント（ ERM）、事業継続（BCM・BCP）、サイバー攻撃対策などのソリューション・サー

ビスを提供しています。  

https://www.sompo-rc.co.jp/seminars/view/180


 

サービス内容に関するお問い合わせ先  

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社  リスクマネジメント事業本部  

ＢＣＭコンサルティング部［担当：新藤、宮田］（主に STG-DX について）  

TEL： 03-3349-4328（直通）  
事業開発部［担当：末岡、犬飼、谷川］（主に SORA レジリエンスについて）  

〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル  

TEL： 03-3349-9853（直通）  

報道機関の方からのお問い合わせ先  

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社  

営業企画部［担当：関］  

〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル  

TEL： 03-3349-3500  
 

以上  



e-Learning

国内各所で毎年猛威を振るう台風や豪雨などの風水害、いつ・どこで発生するか予測ができない地震。完全に回

避することができない自然災害に対して、企業においては、人や組織のスキルアップがBCPの継続的な取組みとして

欠かせません。STG-DXは、防災・減災に関する教育や演習を「いつでも・どこでも・だれでも」
体験できるサブスクリプション方式で提供するサービスです。有事のリスク情報管理が円滑となる「SORAレジリエン

ス」とともに、平時の災害リスクに関する教育・訓練を通じ、災害活動の実効性向上につなげ、企業としてのレジリエ

ンスをより一層高めていきます。

SORAレジリエンスと融合した

STG-DX（災害対応ゲーム）

平時の教育・訓練と有事の情報管理との両輪でレジリエンスな組織体へ

●コンテンツ及び料金体系

Training

SORAレジリエンス

風水害編 地震編降灰編

地震編・水害編・降灰編

気象災害や各種リスクの接近情報
や発生情報をマップやアラートメール
で把握できる防災・減災のソリューシ
ョン。

42万円（税抜）/年
（30アカウント）

BCPとして想定しておくべき自然災
害のうち、地震、風水害、大規模
噴火による降灰への基本的な対応
を学べるe-ラーニングコンテンツ。

12万円（税抜）/年
（アカウント上限なし）

BCPとして想定しておくべき自然災
害のうち、地震、風水害、大規模
噴火による降灰への基本的な対応
を模擬体験できる。風水害について
はゲームを通じて「水害タイムライン」
の作成が可能。

S
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X

コンテンツ 内容 料金

※e-LearningやSORAレジリエンスは通年ご利用いただけますが、Trainingはご提供するコンテンツ
が期間によって異なります。

※STG-DXの料金はSORAレジリエンスとセットでご利用いただいた場合の特別価格になります。

このようなお悩みを抱える方に最適！

 BCPの訓練を定期的に行いたいが、企画にかかるコストや時間が確保できない！

 「水害タイムライン」を作成しなければいけないが見本を参考にしたい！

 多くの自社拠点に対し、BCPの教育や訓練を展開したい！

※STG-DXの由来について：「STG-DX」は、SOMPOリスクマネジメントの提供する「災害対応ゲーム（STG）」のデジタルコンテンツ版です。 「災害対応ゲーム
（STG）」は、東京大学大学院廣井悠教授と当社の共同開発ツールである「帰宅困難者支援施設運営ゲーム（KUG）」等の図上演習ツールをヒントに、
様々なケースでの災害対応をより身近に考えていただくことを目的に、SOMPOリスクマネジメント㈱が開発したものです。

＜別紙＞



• 本サービスをご契約いただいた後、弊社からSORAレジリエンスのアカウント発行およびSTG-
DXの専用サイトや必要となる資料類をご提示します。

• 資料類をお読みいただき、お客様ご自身で事前準備を進めます（簡単な基礎情報の整理
のみ）。

• お客様の会社の中でBCPの関係者などを集め、関係者でディスカッションできる環境を用意し
ます（会議室でもオンラインでも可）。

• 動画を流すとゲームが始まり、災害の状況設定が紙芝居形式で次々と提示されていきます。
それに応じて、お客様ご自身の会社の実情を踏まえ、各イベントに対してどのように対応すべ
きかを具体的に検討していきます。

• 水害編においては、検討結果を通じて「水害対応のタイムライン（行動計画書）」ができあ
がります。

●Trainingの流れ

●アウトプットのイメージ
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水害タイムライン

機能 災害対策本部 広報機能 人事機能 総務機能 営業機能 業務機能

事業所

その他

・BCP、安全行動に関する重要な意思

決定及び対応指示

・対策本部会議の運営

・公共情報収集

・社内外に向けた情報発信

・従業員等の安全確保

・従業員の勤務に関する各種対応

・施設や災害資機材の管理

・システムの運用・管理
・お客様対応 ・生産管理、調達

部門 ご記入ください ご記入ください ご記入ください ご記入ください ご記入ください ご記入くださいご記入ください

・事業所における生産や営業

・事業所の安全確保

気象情報の確認

被災リスクの高い

事業所の確認

備蓄品数量の再確認

避難場所の再確認

従業員への注意喚起

被災リスクの高い事業所

の確認

事業所への

安全行動の指示
取引先との調整

事業所閉鎖の

ニュースリリース

事業所の稼働停止準備

災害用資機材の棚卸

お客様への対応方針の検討

事業所の最寄りの

河川水位状況の確認
災害対策本部の設置 従業員への帰宅・残留指示

従業員への帰宅・残留

の検討

従業員の勤務方針

の決定・周知

事業所の稼働停止指示

お客様との納期調整

お客様や取引先との

調整

事業所の稼働停止準備

事業所内従業員への

安全行動の指示

屋外の設備、商品の保全

浸水対策の実施

危険物や重要資材の保全

従業員の勤務方針

の決定・周知

立ち入り禁止措置

事業所の稼働停止

お客様への対応方針伝達

残留対応者の安全確保

安全対策の実施状況把握

事業所の事業継続方針

報告

事業所の

事業継続方針承認

被災リスクの高い

サプライヤーの把握

交通情報、ライフライン情報の

収集整理

ハザードマップの確認

対策本部会議

浸水対策の確認

（土のう、止水板等）

ヒントプレゼンター：「HONBUくん」

「水害タイムライン」
もできてしまう！！

ご質問・お問合せ先

SORAレジリエンス事務局（10_soraresi@sompo-rc.co.jp）
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